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リアウィンドーウォッシャーの動作を止める

純正スペアタイヤアンダーカバーをお使い下さい

防振ゴムの貼り付け位置と付属のM6トラスボルトの使用場所について

誤ってリアウィンドーウォッシャーを作動させてしまわないようにエンジン
ルーム内にあるウォッシャータンクからリア用の緑のカプラーを抜きます。抜
いた配線は遊ばない様にビニールテープやタイラップを使用して他の配線に固
定して下さい。

写真は JB23-10型のウォッシャータンクです。型式によってタンクの位置、
形状は異なりますがカプラーの色は共通です。また挿し込み位置に「F」「R」
の記載もありますので、リア側を抜いて下さい。

品番：3040-50

純正の防振ゴムを外し、付属の
M6x15トラスボルトで蓋をして
下さい。

取り外した純正防振ゴムを1つ再
利用します。ナンバー移動キッ
トと併用される場合はY字プレー
トのこの位置が推奨です。
ナンバー移動キットを併用され
ない場合は写真の赤丸の位置が
推奨位置です。

この防振ゴム取り付け位置は純正のスペアタイヤアンダーカバーを使用して純正
スペアタイヤを装着する場合の推奨位置となります。装着状況によりゴムの貼り
付け位置は任意に変更して下さい。

純正車両で使用されているスペアタイヤアンダーカバーをそ
のままお使い下さい。上記の防振ゴム貼り付け位置ははアン
ダーカバーに当たる位置となっています。
防振ゴム 2 箇所がしっかりとアンダーカバーに当たり、防振
ゴムが少し潰れるくらいに取付て下さい。
スペタイヤの出幅調整は純正ブラケットの U 字ボルトにある
テーパーナットで可能です。
また、振動ゴムが紛失したりしていないか等、定期的な確認
をお願いします。
スペアタイヤの空気圧が落ちていると防振ゴムで振動が抑え
られません。スペアタイヤの空気圧は純正値を保つ様に定期
的に確認して下さい。

※アンダーカバーを紛失されてしまっている場合は別途アン
ダーカバーをご用意いただくか、別売のハードカバー用防振
ゴムセット（品番：3040-52S）をお使い下さい。

コーナーの頂点辺り
に貼り付けます。

樹脂製アンダーカバー（純正）


